ＪＣＦの皆様

　ＪＣＦ事務局の山田です。

以下は先ほどまで北村晃先生、高橋亮人先生、山口栄一先生に送ったメール内容ですが、参考のために皆様にもお送りいたします。

　岩手大の山田です。

仙台ほどひどくはありませんが盛岡は以下の状況です。

　地震後でもラジオは聞くことができましたが、すぐ停電となり次いで断水となりました。ケータイも有線電話もつながらず昨日１５日（火）やっと仙台の実家や親族とは連絡がとれました。未だに叔母１名とは連絡がとれていません。灯台元暗し、というか土曜に届かなかった新聞が日曜

日に届き、その映像で実態がわかりました。実は１３日（日）から出張予定でした。しかし、東京などに行くには自転車以外は不可能であることが、地震翌日に盛岡駅に自転車で行って始めてわかりました。よく自然災害時に、情報が欲しい、という声がありますが経験してよくわかりました。また、阪神大震災時の教訓、「調理用燃料と飲み水の確保」が本当であることも納得できました。

　停電はまる２日、断水はまる１日続きました。大型のスーパーは真っ暗で営業不可能となり、全てのコンビニの食品棚は１日でほぼ空っぽとなりました。ガソリンスタンドも手動でポンプを動かすわずかな店を除いて、ほぼ全店が営業停止となりました。交通信号機は点灯しないため交通渋滞

となりました。交通事故か持病の悪化で体調を崩す者が多くなったためか、救急車のサイレンが頻繁に聞こえました。

　しかし、今日１６日はだいぶ落ち着いてきました。食料はぜいたくさえ言わなければ、なんとか入手できます。ガソリンスタンドは昨日までどこも長い列ができていました。今日は全店が閉店しています。スタンドのガソリン不足は全国的に広がっている様子がテレビでわかります。食品不足がどこまで解消されるか心配です。Ｍ５以上の余震は２００回以上続き、かなり強い地震でも平気になってしまいました。

　小生の趣味の登山は準サバイバル的行動ですから、日常生活での被災も少しは頭にありました。それ故、コンロはガス、ガソリン、灯油と種類も量も十分でした。断水期間は短くて済みましたが、長くなると安全性の低い水を沸騰して使うことになったでしょう。運悪く自宅の灯油タンクは空っぽに近い状態でした。土日と２日間休日だったのでポリタンク１つ分のみ入手し自転車で運びました。灯油はとても足りないため現在も暖房には極力使わないように努めています。自動車はガソリン車１台とディーゼル車１台をもっていますがどちらもタンクがほぼ空でした。そこでガソリン

車の使用はあきらめました。今後の物資補給用にディーゼル車の燃料をできるだけ確保することにしました。やはりポリタン１杯を自転車で運ぶことができました。

　すなわち、被災では前後に大きな荷台のある自転車が貴重であることがわかりました。ガソリン、軽油、灯油などを売ってくれる処を自動車で探しても燃料の無駄使いになります。現在、大学の建物には教職員以外は入れずとても静かです。これも自家用車通勤の者は避けられない用事がない

限り自宅待機の状態のためです。その他いくつか反省点があります。ケータイはすぐ電池切れとなり、仕方なく自動車用の１２Ｖ－１００Ｖインバーターを使い、これでケータイを充電したため貴重な燃料を浪費しました。手回しの充電機をそのうち買っておこうと考えていましたが手遅れでした。登山で使うＬＥＤのヘッドライトは３個あり重宝しました。その中の１つで単４を３本使用するヘッドライトは７２時間もつので、食卓に一晩中点けておきました。しばらくしたら、これからの被災に備えて据え付けタイプＬＥＤライトを探しておく積りです。

